
●唐津市ホームページ  https://www.city.karatsu.lg.jp

●男  56,055人（-44人）
●女  62,736人（-60人）
●世帯数  51,082世帯（-37世帯）

人口 （9月1日現在）

118,791人 （前月比-104人）
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乗って守ろう
地域の路線バス

問移住定住・交通政策課（☎53-7149）
※路線バスの運行については昭和自動車株式会社（☎74-1114）

路
線
バ
ス
の
現
状

　
路
線
バ
ス
は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
の
移

動
手
段
と
し
て
、
通
勤
・
通
学
、
通
院
、
買

い
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
利
用
者
は
年
々
減
少
を
続
け
て

い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
路
線
の
維
持
が
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
減
少
し
、
運
賃
収

入
が
少
な
く
な
る
と
、
路
線
の
廃
止
や
減
便

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

路
線
の
廃
止
や
減
便
が
行
わ
れ
る
と
、
路
線

バ
ス
の
利
便
性
が
低
下
し
、
さ
ら
に
利
用
者

が
減
少
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
果
た
す
役
割

　
利
用
者
の
減
少
や
路
線
維
持
に
か
か
る
公

費
負
担
の
増
加
な
ど
、
路
線
バ
ス
の
運
行
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段

と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
近
年
増
加
す
る
高

齢
運
転
者
の
交
通
事
故
へ
の
対
応
や
、
環
境

問
題
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
路
線
バ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
公
共
交
通
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

①
環
境
に
や
さ
し
い

　
1
人
あ
た
り
の
輸
送
に
お
け
る
バ
ス
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
自
家
用
車
に
比
べ
て
少
な
く
、

さ
ら
に
一
度
に
多
く
の
人
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
誰
で
も
利
用
可
能

　

自
家
用
車
に
は
運
転
免
許
が
必
要
で
す

が
、
バ
ス
は
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

③
交
通
事
故
や
交
通
渋
滞
の
減
少

　
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
交
通
量
が

減
り
、交
通
事
故
の
減
少
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
交
通
渋
滞
が
減
り
、
移
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。

④
健
康
づ
く
り
に
貢
献

　
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
な
ど
で
歩
く
機
会
が

増
え
、
運
動
不
足
を
解
消
し
、
健
康
づ
く
り

に
も
貢
献
し
ま
す
。

ま
ず
は
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
全
国
の
地
方
都
市
で
は
、
経
営
が
悪
化
し

た
鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
撤
退

で
買
い
物
や
通
院
が
不
便
に
な
る
「
交
通
難

民
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
自
動
車
を
運

転
し
な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
路
線
バ

ス
は
あ
っ
た
方
が
い
い
」
と
考
え
る
人
は
多

い
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
り
続

け
れ
ば
「
必
要
な
と
き
に
路
線
バ
ス
が
な
く

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
危
機

感
を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
認
識
す
る
必
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　デマンドタクシーとは、利用者の利用日時・乗降場所の要望に応じて運行する乗合タクシーです（乗
降場所は決められています）。市内では厳木地区（星領・天川・山麓部・瀬戸木場エリア）と相知地区
の一部（伊岐佐・東川エリアの一部）で利用できます。
　利用料金は１乗車につき300円（厳木地区の利
用で、他エリアをまたぐ場合は500円）です。
　利用するには事前登録が必要です。利用条件や
登録方法など、詳しくはお問い合わせください。

運行イメージ

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ひ
と
月
に
何
日
か
は
通

勤
・
通
学
な
ど
の
普
段
の
生
活
で
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
み
る
な
ど
、
ま
ず
は
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
住
み
や
す
く
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
全
体
の
力

で
公
共
交
通
を
維
持
し
、
活
性
化
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

運
賃
の
支
払
い
に
は
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
利
用
が
お
得
で
す

　
唐
津
市
の
路
線
バ
ス
（
昭
和
バ
ス
）
で

は
、
運
賃
の
支
払
い
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
「
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
（
ニ
モ
カ
）」
が
利

用
で
き
ま
す
（
一
部
路
線
を
除
く
）。

　
利
用
金
額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
電
子
マ
ネ
ー
に

交
換
す
る
こ
と
で
、
バ
ス
の
運
賃
支
払
い

に
利
用
で
き
ま
す
。

※ 

公
共
交
通
を
使
う
と
き
は
、路
線
バ
ス・

航
路
・
Ｊ
Ｒ
の
時
刻
表
を
一
つ
に
ま
と

め
た「
唐
津
市
公
共
交
通
総
合
時
刻
表
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▲スマートフォン
　はこちら

『路線バス、デマンドタクシーの乗り方教室』
参加団体募集中！

　路線バスなどの運行事業者が「路線バス、デマンド
タクシーの乗り方教室」の参加団体を募集しています。
　老人会などの団体が開催するイベントなどにあわせ
て、昭和自動車株式会社の社員が訪問し、路線バスな
どの乗り方を教えてくれます。
　受講を希望する団体は、昭和自動車株式会社または
移住定住・交通政策課までお問い合わせください。

相知・厳木地区のみなさん、デマンドタクシーを知っていますか？

問厳木地区は厳木市民センター産業・教育課
　（☎53-7115）
　相知地区は相知市民センター産業・教育課
　（☎53-7125）

利用希望の日時と人数、乗車場所、
目的地を伝えてください。

【予約先】昭和タクシー多久営業所
　　　　  （☎0952-75-2166）

予
約

唐津市公共交通
総合時刻表

バス利用時の新型コロナウイルス感染症対策

間隔をあけて乗車

Ａさん Ｂさん 運行業者

利用日前日の午後5時

までに電話予約

利
用
日
当
日

Ａさんの乗車場所へ

Ｂさん目的地で降車

会話は控えめにマスクを着用

Ａさん乗車

Ａさん目的地で降車

Ｂさん乗車Ｂさんの乗車場所へ

乗合運行Ａさんの目的地へ
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メリットいっぱい！
マイナンバーカード

問市民課（☎72-9120）または情報政策課（☎53-7048）

おもて

本人確認書類
になる！

◆ ライブ会場の入場、携帯電話の契約、
会員登録などに使える！

◆ 旧姓（旧氏）の併記ができる！（希望
者のみ）

◆ 行政手続きなどでマイナンバーの提
示を求められたときに、１枚ですむ！

１

健康保険証
としても使える！

◆対応する医療機関・薬局は、順次拡大！
◆ あなたの同意のもと、医師と服薬履歴

などが共有でき、より良い医療が可能
に！

◆ 手続きをしなくても、限度額を超える
自己負担の支払いが不要に！

※10月までに本格運用が開始予定

３

コンビニで
各種証明書が
取得できる！

◆ 市の窓口に行けないときも近くのコ
ンビニで住民票の写しや税証明書な
どが取得できる！

※唐津市は10月下旬運用開始予定

２

マイナポータル
※１

で
暮らしがもっと
ベンリに！

◆ 行政機関などが持つあなたの情報を
確認できる！

◆ 行政機関などからのお知らせを受け
取れる！

◆ あなたの特定検診情報
※２

や薬剤情報・医
療費情報

※３
を確認できるようになる！

◆確定申告の医療費控除
※４

もカンタンに！
※１　 国が運営するマイナンバーカー

ドを使ったオンラインサービス
のことです。

※２　 10月から順次閲覧開始予定（保険
者により開始時期が異なります。）

※３　 薬剤情報は10月から、医療費情報
は11月から開始予定

※４　令和3年分確定申告から開始予定

４

ますますベンリに！
マイナンバーカード！
スマホにカード機能が搭載！

※令和4年度中（予定）
運転免許証と一体化！
※令和6年度末（予定）
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うら

マイナンバーカードの申請はカンタン！　
　QRコード付きの交付申請書を持っている人は、ご自身で郵送また
はスマートフォンなどからオンラインにて申請することができます。

スマートフォンで

① スマートフォンのカメラ
で顔写真を撮影します。

② 交付申請書のＱＲコード
を読み込み、申請用ウェブ
サイトにアクセスします。

③ 画面に従って必要事項を
入力し、顔写真を添付し
て送信します。

パソコンで

① デジタルカメラで顔写真
を撮影し、パソコンに保
存します。

② 申請用ウェブサイト（マ
イナンバーカード総合サ
イト）にアクセスします。

③ 画面に従って必要事項を
入力し、顔写真を添付し
て送信します。

郵便で

① 交付申請書の申請者氏名
欄に氏名を記入し、６か
月以内に撮影した顔写真
を貼りつけます。

② 交付申請書の内容に間違
いがないかを確認し、送
付用封筒に入れて郵便ポ
ストに投かんします。

証明写真機で

① タッチパネルから「個人
番号カード申請」を選択
し、写真撮影用のお金を
入れて、交付申請書のＱ
Ｒコードをバーコード
リーダにかざします。

② 画面の案内に従って必要
事項を入力し、顔写真を
撮影して送信します。

交付申請書を持っていない人は
市民課や各市民センターの

窓口で交付手続きができます

カードの申請から交付まで
2か月ほど必要です
希望者はお早目に！

※本人確認書類が必要

申請手続き完了
　カードの交付準備ができた人に
は、市から交付通知書を送付しま
す。交付通知書が手元に届いたら、
そのはがきを持って市民課窓口に
お越しください。

市ではマイナンバーカードの交付申請をお手伝いしています
　申請に必要な顔写真も、当日無料で撮影します。
ぜひご利用ください。
①市民課と各市民センター総務・福祉課での受付
◆受付日時　平日8：30～17：15
　　　　　　日曜日9：00～12：00（市民課のみ）
②イオン唐津店１階フードコートでの受付
◆受付日時　10月30日（土） 11：00～15：30
③企業や地域団体での出張受付（事前申込必要）
　市内の企業や自治会などの地域団体に、市職員
が出張して受付を行います。詳しくはお問い合わ
せください。

必要なもの（①②③共通）
　通知カード、本人確認書類（顔写真付きのもの
と顔写真なしのものをそれぞれ１点ずつ）、住民
基本台帳カード（持っている人のみ）
郵便でのカード受け取り（①②③共通）
　左記①②③のいずれかでマイナンバーカード
を申請した人は、郵便（本人限定受取郵便）でカー
ドを受け取ることができます。カード申請受付時
に郵便受け取りの希望を確認します。ただし、郵
便受け取りに必要な書類が揃っていない場合は、
市民課窓口での受け取りになります。

▲このマーク
　が目印！
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問
子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
１
）

「
子
ど
も
の
医
療
費
受
給
資
格
証
」

を
使
用
で
き
る
医
療

機
関
が
増
え
ま
し
た

　

市
で
は
、中
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、

医
療
費
助
成
で
使
用
す
る「
受
給

資
格
証
」を
使
用
で
き
る
県
外
の

医
療
機
関
が
増
え
ま
し
た
。

追
加
さ
れ
た
医
療
機
関

　
九
州
大
学
病
院（
福
岡
市
）

開
始
時
期

　
10
月
１
日（
金
）

市
の
受
給
資
格
証
が
使
用
で
き

る
医
療
機
関

① 

県
内
の
病
院（
医
科・歯
科
）と

薬
局

◆
厳
木
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
相
知
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
北
波
多
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
肥
前
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
鎮
西
公
民
館

◆
呼
子
公
民
館

◆
七
山
公
民
館

※
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

◆
母
子
健
康
手
帳

◆
誕
生
お
祝
い
カ
ー
ド

※ 

受
領
確
認
の
た
め
、母
子
健
康
手

帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。

ギ
フ
ト
の
内
容

　

唐
ワ
ン
く
ん
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
、

唐
ワ
ン
く
ん
ス
タ
イ
、唐
ワ
ン
く

ん
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、お
し
り
ふ

き
、各
種
企
業
協
賛
品（
４
種
）

※ 

本
事
業
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
に
よ
る
寄
付
金
を
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

②
福
岡
市
立
子
ど
も
病
院

③
久
留
米
大
学
病
院

④
聖
マ
リ
ア
病
院（
久
留
米
市
）

⑤
佐
世
保
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

⑥
佐
世
保
共
済
病
院

⑦
九
州
大
学
病
院（
福
岡
市
）

※ 

②
～
⑦
は
県
外
で
市
が
指
定

し
た
病
院
で
、就
学
前
の
子
ど

も
の
み
受
給
資
格
証
が
使
用

で
き
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
１
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
総
務・福
祉
課

郵
便
局
で
証
明
書
の

受
け
取
り
が
で
き
ま
す

　

市
内
７
つ
の
郵
便
局
（
唐
津

鏡・
山
本・
佐
志・
岩
屋・
納
所・
星

賀・
馬
渡
島
）
で
、住
民
票
の
写

し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
謄

本（
抄
本
）な
ど
を
、そ
の
場
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
で
き
る
人

◆ 

必
要
な
戸
籍・
住
民
票
に
載
っ

て
い
る
人

◆
印
鑑
登
録
し
て
い
る
本
人

請
求
に
必
要
な
も
の

◆
手
数
料

◆ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証・
パ
ス
ポ
ー
ト・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド・
健
康
保
険
証・

介
護
保
険
証・
年
金
手
帳・
年

金
証
書
な
ど
）

※ 

戸
籍
の
請
求
に
は
、顔
写
真
が

つ
い
て
い
な
い
本
人
確
認
書

類
で
あ
れ
ば
２
点
必
要
で
す
。

◆ 

印
鑑
登
録
証（
印
鑑
登
録
証
明

書
を
請
求
す
る
場
合
の
み
）

取
扱
時
間

　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

祝
日・
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く

問
市
民
課（

☎
７
２
‐
９
１
２
０
）

～
子
育
て
を
始
め
る
皆
さ
ん
へ
～

か
ら
つ
っ
子
応
援

ギ
フ
ト
を
贈
り
ま
す

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

誕
生
の
お
祝
い
と
健
や
か
な
成

長
を
応
援
す
る
た
め「
か
ら
つ
っ

子
応
援
ギ
フ
ト
」を
贈
り
ま
す
。

対
象
者

　

令
和
３
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、出
生
届
ま
た
は
転
入
届

で
唐
津
市
民
と
な
っ
た
０
歳
児

の
保
護
者

配
布
開
始
日

　

９
月
21
日(

火)

か
ら
配
布
し

て
い
ま
す
。

※ 

２
か
月
児
相
談
会
会
場
で
は
、

10
月
の
相
談
会
か
ら
配
布
を

開
始
し
ま
す
。

配
布
場
所（
①
ま
た
は
②
の
場
所
）

① 

唐
津
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
城
内
）

◆
受
付
時
間（
土・日・祝
日
除
く
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

②
２
か
月
児
相
談
会
会
場（
左
記
）

◆
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
浜
玉
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▲スマートフォン
　はこちら

▲スマートフォン
　はこちら

からつっ子
応援ギフト

唐津市
子どもの医療費助成
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② 

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、免
疫
機
能
に
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度

の
障
が
い
が
あ
る
人

接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
金
）
～
12
月
31
日

（
金
）

※ 

医
療
機
関
ご
と
に
診
療
日
が

異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
各
医

療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

自
己
負
担
額　
１
，４
０
０
円

※ 

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
証
明
書
を
医
療
機

関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
と
接
種
方
法

　

回
数
は
１
人
１
回
ま
で
で
す
。

市
が
指
定
し
た
県
内
の
医
療
機

関
な
ど
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
込
方
法

　

希
望
す
る
医
療
機
関
に
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

接
種
す
る
と
き
は
、健
康
保
険

証
や
障
が
い
者
手
帳
な
ど
生

年
月
日
が
わ
か
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
児
童
養

護
施
設
「
慈
光
園
」
が
佐
賀
県

か
ら
の
業
務
委
託
を
受
け
て
、

里
親
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

慈
光
園
（
佐
賀
県
里
親
支
援 

こ
ね
く
と
北
部
）

（
☎
７
３
‐
１
９
８
８
）

　

子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
１
）

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施

　

予
防
接
種
は
、発
病
防
止
や
重

症
化
防
止
に
有
効
で
す
。イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

◆ 

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人

◆ 

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
60

歳
～
64
歳
の
人
で
、次
の
い
ず

れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
人

① 

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
の
機
能

に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
が
あ
る
人

問
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
‐
５
１
６
１
）

令
和
４
年
度

「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
市
民
美
術
祭
」

新
規
登
録
団
体
を
募
集

　

Ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
市
民
美
術
祭
は
、

市
内
で
活
動
を
続
け
て
い
る
団

体
と
近
代
図
書
館
が
実
行
委
員

会
を
組
織
し
て
開
催
す
る
展
覧

会
の
総
称
で
す
。主
に
登
録
団
体

ご
と
の
展
覧
会
と
、各
登
録
団
体

か
ら
選
抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
合
同
展
を
実
施
し
て
い
ま

す（
内
容
は
実
行
委
員
会
で
決
定

し
ま
す
）。

参
加
申
込
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

美
術
団
体
（
絵
画・
書・
工
芸・
写

真
な
ど
）

◆ 

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、市

主
催
の
「
市
民
文
化
祭
」
に
参

加
登
録
し
て
い
る
美
術
団
体

◆ 
美
術
作
品
の
展
示・
発
表
な
ど

の
活
動
実
績
が
市
内
で
５
年

以
上
あ
る
団
体

※ 

個
人
、営
利
目
的
の
団
体
、宗

教
ま
た
は
政
治
活
動
目
的
の

団
体
、主
宰
者
な
ど
個
人
名
を

冠
し
た
展
覧
会
は
除
き
ま
す
。

申
込
方
法

　

所
定
の
様
式
に
会
の
規
約・
約

款
な
ど
団
体
の
資
料
を
添
え
て
、

直
接
近
代
図
書
館
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、実
施
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。実
施
要
領
は
近
代
図
書

館
３
階
事
務
室
で
配
布
し
て
い

ま
す
。ま
た
、近
代
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限

　
10
月
31
日（
日
）ま
で

※ 

登
録
に
あ
た
っ
て
は
、実
行
委

員
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

問
近
代
図
書
館

（
☎
７
２
‐
３
４
６
７
）

10
月
は「
里
親
月
間
」

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

「
里
親
」と
は
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
、自
分
の
家
庭
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
を
家
族
の
一
員
と

し
て
迎
え
入
れ
、愛
情
と

誠
意
を
も
っ
て
養
育
し

て
く
れ
る
人
で
す
。

「
里
親
」に
な
る
条
件

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。子
ど
も
が
好
き
で
、健
康

で
明
る
い
家
庭
で
あ
れ
ば
、ど
な

た
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
（
欠
格
要
件
に
つ
い
て
は
、

別
途
定
め
が
あ
り
ま
す
）。

「
里
親
」に
な
っ
た
ら

　

養
育
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、

里
親
手
当
、生
活
費
、学
校
教
育

費
、医
療
費
な
ど
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

「
里
親
」の
種
類

　

養
育
里
親
、養
子
希
望
の
里

親
、親
族
里
親
、専
門
里
親
が
あ

り
ま
す
。

▲スマートフォン
　はこちら

唐津市
Kinto市民美術祭

市報からつ　令和３年10月号7

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



10
月
は「
土
地
月
間
」

大
規
模
な
土
地
取
引

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
（
左
表
）
の

土
地
を
取
り
引
き
し
た
場
合
は
、

契
約
締
結
日
を
含
め
、
２
週
間

以
内
に
買
い
主
が
土
地
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
届
け
出
を
し
な

か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
け
出
を

し
た
り
す
る
と
、
６
か
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下
の

入
札
に
参
加
で
き
る
人

　

契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

し
な
い
人
や
破
産
者
で
復
権
を

得
な
い
人
な
ど
、
地
方
自
治
法

施
行
令
第
167
条
の
４
の
規
定
に

該
当
し
な
い
人
、
市
税
の
滞
納

が
な
い
人
、
暴
力
団
に
関
与
し

て
い
な
い
人
な
ど

申
込
方
法

　

事
前
に
入
札
参
加
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申
込
書
提
出
時
に
は
、
納
税
証

明
書
と
住
民
票
（
法
人
の
場
合

は
登
記
事
項
証
明
書
）
を
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
、
説
明
書
は
財
産
管

理
課
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
（
閉
庁
日
除
く
）

　
10
月
15
日（
金
）
～
10
月
26
日

（
火
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
受
付
場
所

　
財
産
管
理
課
窓
口

問
唐
津
市
土
地
開
発
公
社

　
（
財
産
管
理
課
内
）

（
☎
７
２
‐
９
１
６
６
）

罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

届
け
出
義
務
者

　

売
買
な
ど
の
取
り
引
き
で
、

土
地
の
権
利
を
取
得
し
た
人（
買

い
主
な
ど
）

届
け
出
の
時
期

　

契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間

以
内

届
け
出
先

　

取
り
引
き
し
た
土
地
が
あ
る

市
町
村

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

（
☎
７
２
‐
９
１
３
６
）

　

ま
た
は
佐
賀
県
土
地
対
策
課

　
（
☎
０
９
５
２
‐
２
５
‐
７
０
３
４
）

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」で
す

　

こ
の
機
会
に
浄
化
槽
を
設
置

し
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
ま
せ

ん
か
。

市
で
は
次
の
浄
化
槽
整
備
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

① 

市
が
戸
別
に
浄
化
槽
を
設
置

し
て
維
持
管
理
を
行
う
事
業

② 

浄
化
槽
の
設
置
者
に
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業

※ 

お
住
ま
い
の
地
区
が
事
業
区

域
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が
設
置

し
た
浄
化
槽
を
市
に
寄
付
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理
を

◆ 

台
所
か
ら
野
菜
く
ず
や
て
ん

ぷ
ら
油
を
流
さ
な
い
。

◆ 

浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
の
電
源
を

切
ら
な
い
。

◆ 

保
守
点
検
や
清
掃
が
で
き
る
よ

う
に
マ
ン
ホ
ー
ル
や
ブ
ロ
ア
ー

の
近
く
に
物
を
置
か
な
い
。

◆ 

浄
化
槽
を
個
人
で
設
置
し
た
人

は
、
水
質
を
保
つ
た
め
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

保
守
点
検
・
清
掃
を
定
期
的

に
行
い
、
年
に
一
度
は
法
定

検
査
を
受
け
る
よ
う
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
下
水
道
施
設
課

（
☎
７
２
‐
９
１
４
６
）

土
地
開
発
公
社
所
有

物
件
を
売
り
払
い
ま
す

売
り
払
い
方
法

　

入
札
を
行
い
、
あ
ら
か
じ
め

決
め
ら
れ
た
最
低
価
格
以
上
で
、

最
も
高
い
価
格
で
入
札
し
た
人

に
売
り
払
い
ま
す
。

入
札
日
時
と
場
所

　
11
月
９
日
（
火
）
午
前
10
時 

市
役
所
本
庁
２
階
第
２
会
議
室

入
札
保
証
金

　

入
札
日
に
、
入
札
保
証
金
と

し
て
見
積
金
額
の
５
％
以
上
の

金
額
が
必
要
で
す
。

売り払い物件情報

所 在 地 和多田南先石4017番3および
和多田南先石4027番

地　　目 宅地
面　　積 2,329.87㎡
売却価格 金73,063,000円

※売却価格は、最低価格です。

取り引きした土地の所在 届け出が必要に
なる取引面積

都市計画区域内
　・市街化区域
　　（市内にはありません）

2,000㎡以上

　・上記以外の区域 5,000㎡以上
都市計画区域外の区域 10,000㎡以上
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※ 

農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策
な

ど
の
類
似
制
度
と
は
、い
ず
れ

か
を
選
択
し
て
加
入
と
な
り

ま
す
。

※ 

初
め
て
こ
の
保
険
に
加
入
す

る
人
は
、１
年
目
に
限
り
、野

菜
価
格
安
定
対
策
事
業
と
の

同
時
利
用
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

　
11
月
末
ま
で

※ 

法
人
の
場
合
は
、事
業
開
始
月

の
前
々
月
ま
で

加
入
で
き
る
人

　
青
色
申
告
し
て
い
る
農
業
者

補
償
対
象
の
収
入

　

農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農

産
物
の
販
売
収
入
全
体

※ 
肉
用
牛
、肉
用
子
牛
、肉
豚
、鶏

卵
は
、別
の
制
度
が
あ
る
た
め

対
象
外
で
す
。

　

詳
し
く
は
、佐
賀
県
農
業
共
済

組
合
東
松
浦
支
所（
☎
０
９
５
２

‐
７
８
‐
１
８
７
７
）に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、制
度

の
詳
細
は
、佐
賀
県
農
業
共
済

組
合
や
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

は
、ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

② 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者（
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
免
除・
減

額
を
受
け
て
い
な
い
人
）

※ 

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、お

近
く
の
農
業
委
員
会
か
Ｊ
Ａ

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
７
２
‐
９
１
６
５
）

～
農
業
者
の
皆
さ
ん
へ
～

農
業
経
営
収
入
保
険
の

申
込
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

収
入
保
険
制
度
は
、全
て
の
農

産
物
を
対
象
に
、自
然
災
害
や
市

場
価
格
の
低
下
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
売
上
減
少
な
ど
、経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
要
因
に
よ
る

収
入
減
少
を
補
償
す
る
農
業
保

険
で
す
。

　

農
業
者
が
負
担
す
る
保
険
料

な
ど
の
一
部
に
は
、国
の
支
援
が

あ
り
ま
す
。

問
農
政
課（

☎
７
２
‐
９
１
２
８
）

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

事
前
配
布
を
行
い
ま
す

対
象
者

　

原
則
40
歳
未
満
の
人
で
、健
康

上
の
理
由
な
ど
に
よ
り
、緊
急
時

に
速
や
か
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

の
う
ち
、事
前
配
布
を
希
望
す
る

Ｕ
Ｐ
Ｚ（
原
子
力
施
設
の
５
～
30

㎞
圏
内
）に
住
ん
で
い
る
人

事
前
配
布
説
明
会
の
日
時
と
会
場

① 

11
月
９
日
（
火
）
午
後
２
時
～

午
後
４
時

　
相
知
交
流
文
化
セ
ン
タ
ー

② 

11
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～

正
午

　

 

唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
唐

津
市
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
さ
ん
て
」内
）

事
前
配
布
の
申
請
方
法

　

10
月
中
に
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
全
世
帯

に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
、ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、唐
津
市
保
健
セ
ン

タ
ー
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、郵
便

で
提
出
す
る
か
、唐
津
市
保
健
セ

ン
タ
ー
、福
祉
総
務
課
、各
市
民

セ
ン
タ
ー
総
務・
福
祉
課
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

事
前
配
布
の
申
請
期
限

　
10
月
20
日（
水
）ま
で

※ 

郵
便
は
当
日
の
消
印
ま
で
有

効
配
布
方
法

　

事
前
配
布
説
明
会
の
終
了
時

に
配
布
し
ま
す
。

問
保
健
医
療
課

（
☎
５
３
‐
８
２
７
１
）

（
FAX
７
５
‐
５
１
６
２
）

老
後
の
備
え
に

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
の
特
長

◆ 

納
め
た
保
険
料
が
将
来
受
給

す
る
年
金
の
原
資
に
な
り
ま

す
。加
入
者
や
受
給
者
の
増
減

に
影
響
さ
れ
に
く
い
、積
立
方

式
の
安
定
し
た
制
度
で
す
。

◆ 

保
険
料
は
千
円
単
位
で
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、途
中
で

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
ま
で
の
間
）。支
払
っ
た
保

険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。

◆ 

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
る
終

身
年
金
で
す
。早
期
に
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
も
、80
歳
ま
で
の

老
齢
年
金
受
給
相
当
額
が
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

◆ 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業

者
に
は
、保
険
料
の
補
助
が
あ

り
ま
す
。

加
入
資
格

　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す
る
人

▲スマートフォンはこちら▲

佐賀県農業共済組合農林水産省

農業経営収入保険
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す
。同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、お
早
め
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ
わ

せ
て
、年
金
事
務
所
、保
険
年
金

課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総

務・
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、電
話
で
家
族
構
成
や
金
融

機
関
の
口
座
番
号・
暗
証
番
号
を

聞
い
た
り
、手
数
料
な
ど
の
金
銭

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
日
本
年
金
機
構

　

唐
津
年
金
事
務
所

（
☎
７
２
‐
５
１
６
１
）

　

年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
込
期
限
が
延
長

　

令
和
３
年
９
月
末
ま
で
だ
っ

た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期

限
が
、令
和
３
年
12
月
末
ま
で
に

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

申
し
込
み
で
き
る
人

　

令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ

イ
ン
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
人

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
サ
ポ
ー
ト

　

市
で
は
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
込
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
し
、

手
続
き
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

◆
受
付
場
所

　

 

情
報
政
策
課
ま
た
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
総
務・福
祉
課
窓
口

◆
受
付
時
間（
閉
庁
日
除
く
）

　
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土・日・祝
日
除
く
）

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
カ
ー

ド
受
取
時
に
設
定
し
た
数
字

４
桁
の
暗
証
番
号
も
必
要
で

す
）

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８
）

　

※
ダ
イ
ヤ
ル
後
５
番
を
選
択

　

申
込
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は

年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。案
内
や
事
務
手

続
き
は
、日
本
年
金
機
構
（
年
金

事
務
所
）が
行
い
ま
す
。

対
象
者（
①
、②
の
い
ず
れ
か
）

① 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、世
帯

員
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で

あ
り
、年
金
収
入
額
と
そ
の
他

所
得
額
の
合
計
が
約
88
万
円

以
下
の
人

② 

障
害
基
礎
年
金・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
、前
年
の
所
得
額

が
約
472
万
円
以
下
の
人

手
続
方
法

◆ 

新
た
に
給
付
金
を
受
給
で
き

る
人

　

対
象
者
に
は
、日
本
年
金
機
構

か
ら
手
続
き
の
案
内
が
届
き
ま

問
情
報
政
策
課

（
☎
５
３
‐
７
０
４
８
）

入
学
準
備
金
制
度
に

よ
る
唐
津
市
奨
学
生
を
募
集

対
象
者・申
請
資
格

　
学
校
推
薦
型
選
抜（
旧
推
薦
入

試
）
や
総
合
型
選
抜
（
旧
Ａ
Ｏ
入

試
）
な
ど
で
、令
和
４
年
度
に
大

学・
専
門
職
大
学・
短
期
大
学・
専

門
職
短
期
大
学・
専
修
学
校
専
門

課
程
に
入
学
す
る
人
で
、次
の
①

～
③
全
て
に
該
当
す
る
人

① 

本
人
ま
た
は
そ
の
保
護
者
が

唐
津
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人

②
学
業・人
物
と
も
に
優
秀
な
人

③ 

経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人
（
日
本
学

生
支
援
機
構
の
基
準
を
参
考
）

貸
与
額（
無
利
子
）　
60
万
円

※
入
学
決
定
時
に
１
回
限
り

募
集
人
数　
10
人
以
内

申
請
期
間

　
10
月
１
日（
金
）～
10
月
29
日（
金
）

返
還
方
法

　

卒
業
し
て
１
年
後
か
ら
毎
月

１
万
円
を
返
還

※ 

奨
学
金
を
借
り
る
に
は
、連
帯

保
証
人（
保
護
者
以
外
の
25
歳

以
上
の
人
で
、原
則
市
内
に
住

民
登
録
し
、自
分
の
収
入
で
生

活
し
て
い
る
人
）が
１
人
必
要

で
す
。

申
請
時
に
提
出
す
る
書
類

①
奨
学
金
貸
付
申
請
書

② 

推
薦
書（
高
等
学
校
長
証
明
の

調
査
書
で
代
用
可
）

③ 

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し（
続
柄
の
表

記
が
必
要
）

④ 

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
所
得
証
明
書

※ 

①
②
の
書
類
は
、申
請
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※ 

高
等
学
校
長
証
明
の
調
査
書

は
各
学
校
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
請
窓
口・問 

　
学
校
支
援
課

（
☎
５
３
‐
７
１
３
８
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
産
業・教
育
課
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◆ 

印
鑑（
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派

遣
を
希
望
す
る
場
合
の
み
）

利
用
料
金　
無
料

※ 

奉
仕
員
の
交
通
費
な
ど
の
実

費
は
、利
用
者
の
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

派
遣
の
対
象
に
な
る
も
の

◆
医
療
機
関
を
利
用
す
る
と
き

◆ 

官
公
庁
そ
の
他
の
公
的
機
関

を
利
用
す
る
と
き

◆ 

交
通
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
、

状
況
説
明
が
必
要
な
と
き

◆ 

国
や
地
方
公
共
団
体
、福
祉
関

係
団
体
主
催
の
公
演
ま
た
は

講
座
、会
議
な
ど
に
参
加
す
る

と
き

申
請
窓
口・問

　
障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

（
FAX
７
４
‐
５
６
２
８
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
総
務・福
祉
課

◆
申
込
方
法

　

 

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
作

品
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２
‐
９
１
６
９
）

（
FAX
７
４
‐
５
６
２
８
）

手
話・要
約
筆
記
奉
仕
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す

　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
が
、

医
療
機
関
や
市
役
所
な
ど
の
公

共
機
関
を
利
用
す
る
と
き
な
ど

に
、手
話・
要
約
筆
記
奉
仕
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法

　

派
遣
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、派
遣
希
望
日
の
３
日
前

ま
で
に
障
が
い
者
支
援
課
ま
た

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務・
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

派
遣
申
請
書
は
申
請
窓
口
に

用
意
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

◆
派
遣
申
請
書

◆
身
体
障
害
者
手
帳

日
常
生
活
用
具
費

を
支
給
し
て
い
ま
す

　

障
が
い
が
あ
る
人
の
在
宅
で

の
暮
ら
し
が
よ
り
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
、日
常
生
活
用
具
費

を
支
給
し
て
い
ま
す
。支
給
希
望

者
は
、必
ず
用
具
を
購
入
す
る
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

介
護
保
険
の
対
象
者
は
、一
部

の
日
常
生
活
用
具
で
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
条
件

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、そ

の
障
が
い
の
内
容
お
よ
び
程
度

が
、希
望
す
る
品
目
の
支
給
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

　
購
入
費
の
１
割

※ 

課
税
状
況
に
よ
り
負
担
上
限

額
が
あ
り
ま
す
。

※ 

品
目
ご
と
に
基
準
価
格
が
あ

り
、そ
れ
を
超
え
た
分
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
日
常
生
活
用
具
給
付
申
請
書

②
申
請
者
本
人
の
印
鑑

③
希
望
す
る
品
目
の
見
積
書

④
身
体
障
害
者
手
帳

⑤
診
断
書（
難
病
の
人
の
み
）

⑥ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き

る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）

⑦ 

代
理
申
請
の
場
合
、代
理
人
の

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
）

※ 

①
と
⑤
の
様
式
は
障
が
い
者

支
援
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
総
務・
福
祉
課
の
窓
口
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

申
請
窓
口・問

　
障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

（
FAX
７
４
‐
５
６
２
８
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
総
務・福
祉
課

12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」で
す

　
「
障
害
者
週
間
」に
あ
わ
せ
、障

が
い
や
障
が
い
が
あ
る
人
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、障
が
い
が
あ

る
人
の
社
会
参
加
へ
の
意
欲
を

高
め
る
た
め
、障
が
い
者
作
品
展

を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

障
が
い
者
作
品
展

◆
と
き

　
12
月
６
日（
月
）～
12
月
10
日（
金
）

◆
と
こ
ろ

　
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
り
ん
く
」

障
が
い
者
作
品
展
の
出
展
者
募
集

◆
募
集
作
品

　

 

絵
画・
写
真・
書・
陶
芸・
工
芸

作
品
な
ど

※ 

展
示
で
き
る
よ
う
装
丁
さ
れ

た
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　

 

市
内
に
住
む
障
が
い
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

◆
申
込
期
間

　
10
月
18
日（
月
）～
11
月
15
日（
月
）

※ 

土・日・祝
日
を
除
く
。

▲スマートフォン
　はこちら

唐津市
日常生活用具

▲スマートフォン
　はこちら

唐津市
手話・要約筆記
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※ 

①
と
⑤
の
様
式
は
申
請
窓
口

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
請
窓
口・問

　
障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

（
FAX
７
４
‐
５
６
２
８
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
総
務・福
祉
課

決
め
て
い
ま
す
か
？

何
で
も
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師・薬
局
」

自
分
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師・薬
局
」を

決
め
ま
し
ょ
う

　

あ
な
た
が
使
う
薬
を
い
つ
も

同
じ
薬
局
・
薬
剤
師
が
管
理
す

る
こ
と
で
、
複
数
の
医
療
機
関

か
ら
同
じ
薬
が
出
さ
れ
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
飲
み

残
し
、
副
作
用
の
確
認
を
行
う

　

補
聴
器
の
購
入
費
や
修
理
費

の
３
分
の
１
の
額

※ 

補
聴
器
ご
と
に
基
準
価
格
が

あ
り
、そ
れ
を
超
え
た
分
は
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
助
成
金
交
付
申
請
書

②
助
成
金
交
付
意
見
書

③
申
請
者（
保
護
者
）本
人
の
印
鑑

④ 

補
聴
器
の
購
入
費
や
修
理
費

な
ど
の
見
積
書

申
請
窓
口・問

　
障
が
い
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

（
FAX
７
４
‐
５
６
２
８
）

　
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
総
務・福
祉
課

補
装
具
の
購
入・修
理

費
用
を
支
給
し
て
い
ま
す

　

障
が
い
が
あ
る
人
の
失
わ
れ

た
身
体
機
能
を
補
う
た
め
、補
装

具
の
購
入・
修
理
費
用
の
一
部
を

支
給
し
て
い
ま
す
。支
給
希
望
者

は
、必
ず
購
入
な
ど
す
る
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

介
護
保
険
の
対
象
者
は
、利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
条
件

　

補
装
具
の
種
類
ご
と
に
、対
象

者
や
基
準
額
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

　
購
入・修
理
費
の
１
割

※ 

世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
負

担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、課
税
状
況
に
よ
り
支
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
支
給
申
請
書

②
申
請
者
本
人
の
印
鑑

③
購
入・修
理
な
ど
の
見
積
書

④
身
体
障
害
者
手
帳

⑤
医
師
の
意
見
書

⑥ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き

る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）

⑦ 

代
理
申
請
の
場
合
、代
理
人
の
本

人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

難
聴
児
用
補
聴
器
の

購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
に
な
ら
な
い
軽
度・
中
等
度
難

聴
児
や
人
工
内
耳
を
つ
け
て
い

る
難
聴
児
を
対
象
に
、補
聴
器
の

購
入・
修
理・
更
新
費
用
や
、人
工

内
耳
体
外
機
の
更
新
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。助
成
希
望

者
は
、必
ず
購
入
な
ど
を
行
う
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者（
①
～
④
の
全
て
に
該
当
）

① 

保
護
者
の
住
民
登
録
が
市
内

に
あ
る
18
歳
以
下
の
人

② 

両
耳
ま
た
は
い
ず
れ
か
の
耳

の
聴
力
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上

で
、聴
覚
障
が
い
で
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
対
象
に
な
ら

な
い
人

③ 

補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と
で
、言

語
の
習
得
な
ど
に
一
定
の
効

果
が
期
待
で
き
る
と
耳
鼻
咽

喉
科
の
指
定
医
師
に
判
断
さ

れ
た
人

④ 

世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
所

得
割
額
が
46
万
円
未
満
の
人

自
己
負
担
額

こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
相
談
も
で
き
ま
す

　
「
市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

服
用
し
た
い
け
ど
、今
飲
ん
で
い

る
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
が
心
配
」

「
健
康
診
断
書
の
見
方
が
わ
か
ら

な
い
」そ
ん
な
と
き
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
の
薬
を
取
り
寄
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す

　

薬
の
在
庫
が
な
く
て
も
、ほ
と

ん
ど
の
薬
は
取
り
寄
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、事
前
に
欲

し
い
薬
を
伝
え
て
お
く
こ
と
で
、

次
回
の
受
診
日
ま
で
に
そ
の
薬

を
準
備
し
、お
渡
し
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
お
薬
手
帳
」を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
や
ほ
か
の
薬
局
と

の
円
滑
な
連
絡
が
行
え
る
よ
う

に
、お
薬
手
帳
に
か
か
り
つ
け
薬

局
の
名
称
と
連
絡
先
を
記
入
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合

　
（
☎
０
９
５
２
‐
６
４
‐
８
４
７
６
）

　
（
一
社
）佐
賀
県
薬
剤
師
会

　
（
☎
０
９
５
２
‐
２
３
‐
８
９
３
１
）

▲スマートフォン
　はこちら

唐津市  補装具
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ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ・ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
の
購
入

は
唐
津
市
内
、佐
賀
県
内
で
！

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、販
売
実
績
や
人
口・
市
町

村
数
に
応
じ
て
各
都
道
府
県
に

配
分
さ
れ
た
あ
と
、佐
賀
県
内
各

市
町
に
交
付
さ
れ
、福
祉・
環
境

対
策
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て

地
域
住
民
の
身
近
な
暮
ら
し
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
財
政
課（

☎
７
２
‐
９
１
６
０
）

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

唐
津
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
配
信
し
ま
す

　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
よ
り

多
く
の
人
に
お
届
け
す
る
た
め

に
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
先
行
導
入
し
た「
唐
津
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
使
っ
て
、防
災
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
配

信
し
ま
す
。

唐
津
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち

追
加
方
法（
①
、②
の
い
ず
れ
か
）

① 

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て

追
加

② 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｉ
Ｄ（
＠
ｋａ
ｒ
ａ

ｔｓ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
）を
検
索
し
て
追
加

受
信
す
る
情
報
は
選
択
で
き
ま
す

　

災
害・
防
災
な
ど
一
部
の
情
報

を
除
き
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
信
す
る

情
報
は
選
択
で
き
ま
す
。選
択
で

き
る
情
報
の
種
類
は
、準
備
が
で

き
次
第
随
時
追
加
す
る
予
定
で

す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｄ
Ｘ
推
進
室

（
☎
５
３
‐
７
０
４
８
）

計画段階環境配慮書の縦覧と意見の受付
　環境影響評価法に基づき、２つの計画段階環境配慮書が提出されました（下表参照）。
これらの書類はそれぞれ縦覧でき、また、環境保全の見地からの意見がある人は、縦覧
期間内に事業者に対して意見書を提出することができます。

問生活環境対策課（☎72-9124）

計画段階環境配慮書① 計画段階環境配慮書②
事 業 の 名 称 （仮称）佐賀県北部海域洋上風力発電事業 （仮称）佐賀県における洋上風力発電事業

事 業 の 目 的 　唐津市に洋上風力発電所を建設し、得られたクリーンエネルギーを供給することで、エネル
ギー自給率の向上や地球温暖化対策に貢献することを目的としています。

事 業 者 の 名 称 ◆大阪ガス（株）（大阪府大阪市）
◆佐賀洋上風力発電（株）（唐津市京町） ◆日本風力エネルギー（株）（東京都港区）

発 電 の 種 類 風力（洋上）
発 電 の 出 力 最大600M

メガワット

W 最大400M
メガワット

W
関 係 自 治 体 唐津市・その他関係自治体
縦 覧 場 所 生活環境対策課、湊出張所、鎮西市民センター、呼子市民センター
縦 覧 期 間 10月１日（金）～11月１日（月）　8:30～17:15（閉庁・閉館日除く）

事 業 者 の
ウ ェ ブ サ イ ト

縦覧期間中はいつでも、下記URLで計画段階環境配慮書を閲覧できます。
https://www.osakagas.co.jp
https://www.iberdrola-renewables.jp https://venaenergy.co.jp/3185

意 見 書 の
提 出 方 法

　住所、氏名、環境保全の見地からの意見を記入して、縦覧場所に備え付けの意見書箱に投か
んするか、下記郵送先に郵送してください（郵送は11月１日（月）の消印まで有効）。

問 い 合 わ せ
郵 送 先

〒847-0045
唐津市京町1783　KARAE ２階
佐賀洋上風力発電（株）
佐久間宛（☎03-6278-7495）
※問い合わせは9:00～17:00（休日除く）

〒847-0053
唐津市紺屋町1694-1
日本風力エネルギー（株）　唐津事業所
田中宛（☎58-9732）
※問い合わせは9:00～18:00（休日除く）

洋上風力発電事業
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休日・夜間病院案内（☎７３ー００４３）
休日・夜間に受診できる病院を案内しています。救急車を呼ぶか迷ったときや、受診する病院が
わからないときに利用してください。

休日などの救急医療体制
初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
９：00 ～ 21：00

※午前中の受付は11：30まで
午後の診療は13：00から

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 20：00 ～翌6：00
土曜日 18：00 ～翌6：00
日曜・祝日・振替休日 　9：00 ～翌6：00

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

※日曜・祝日・休日の午前中の受付は11：30まで
午後の診療は13：00から（急患については受付時間外でも診療します）

休日の急な   歯の痛み   には… 
休日歯科 唐津休日歯科診療所

日曜日・祝日・振替休日　　診療時間  9：00～16：00

住　　所 唐津市二タ子1丁目5番1号（旧唐津赤十字病院跡）
唐津市健康サポートセンター「さんて」 3階

電話番号 53-8271
・受診時は必ず健康保険証を持ってきてください。
・新型コロナウイルス感染症対策のため、受診の際は
　1階入り口のインターホンでお知らせください。

お
願
い

問保健医療課（☎75-5161）

　市では「唐津市手話言語の普及及び聴覚障害児・者のコミュニケーション手段の利用を促進する条例」を制定し、障がいの
有無にかかわらず、全ての市民が安心して暮らせる社会の実現を目指しています。

手話をもっと身近な言語に 問障がい者支援課（☎72-9150）

～名前編⑪～「池田」 「岩本」トライ・ザ・しゅわ
岩本 （岩＋もと）

市内に多い身近な名字　　※R2.11.1時点、市民課調べ
・池田（いけだ、約951人、17位）　・岩本（いわもと、約913人、19位）

② 両手の人さし指と中指、
薬指を重ねる（「田」を指
の形で表現）。

田

① 両手の指を軽く曲
げて向かい合わせ、
手を互いに逆方向
に動かす。

岩

① 内 側 に 向 け た
手のひらに沿う
ように、手のひ
らを上に向けた
もう一方の手を
動かす。

池

池田 （池＋田）

② 両手の手のひらを合わせたあと、開く
（本を開くイメージ）。

もと

10月

問佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

献血車がやってきます

10月18日（月）
　唐津鉄工団地（原）

9:30~11:30､ 13:00~16:00

※ 新型コロナウイルスの影響で、変更や
中止になる場合があります。事前に確
認やお問い合わせをお願いします。
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子
育
て
ひ
ろ
ば

近代図書館
新興町　☎72-3467

　近代図書館4階子どもコーナー
では「まつぼっくり」などが読み聞
かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　10/2・9・16・23・30
 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　10/2・9 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　10/13・27 受付10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　10/13・27 11：00～11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194

　相知お話会｢虹のぽけっと｣など
が読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　10/2・16 14：00～14：30
　相知図書館児童室
町田保育園 子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168

◆お外の遊具で遊ぼう　など
　 毎 週 月 ～ 土 曜 日(10/1・6・15・

21・22・30除く) 9：00～14：00
認定こども園 昭和幼稚園・なかよし
保育園　北城内　☎72-4380

◆運動会のカードを作ろう　など
　毎週水・木曜日（10/20除く）、
　10/12 10：00～15：00
認定こども園 すみれ幼稚園
神田　☎73-2631

◆おおきくなったかな　など
　毎週木曜日（10/14除く）、10/13
 10：00～11：00
こども塾神田園
神田　☎53-8550

◆製作　どんぐり　など
　 毎週月・火・木・金曜日（10/7・15

除く）、10/16 10：15～11：30
認定こども園 唐津ルーテルこども園
坊主町　☎72-2518

◆ほっとヨガ　など
　 毎週月・水曜日（10/27除く）、

10/14・22 9：00～14：00

認定こども園 リョーユー幼稚園
和多田先石　☎74-7500

◆絵本の読み聞かせ　など
　 毎週月・火曜日（10/4・26除く）、

10/7・13・22
　10：30～11：30など

認定こども園 唐津カトリック
幼稚園　山下町　☎72-2755

◆親子制作デー　など
　10/4・12・16・19・26
 10：30～11：15
認定こども園 虹の森こども園
鏡　☎74-0660

◆曳山ごっこ♪　など
　 毎週火・木・金曜日（10/1・28・

29除く）、10/20
 10：00～11：45　など
エルアン幼稚園
原　☎77-3450

◆ベビーマッサージ　など
　 毎週火･木・金曜日（10/1・7・8除く）、

10/18・25 10：00～15:00
NPO法人 唐津市子育て支援情報
センター　東城内　☎72-2288

◆フラワーアレンジメント　など
　10/14・21 10：30～11：30
認定こども園　浜崎幼稚園
浜玉町浜崎　☎56-6103

◆親子でうんどう遊び　など
　毎週木・金曜日（10/1・7除く）
 13：30～14：30　など
双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385

◆いっぱい体を動かそう　など
　(場所：浜玉町農村環境改善センター など)
　毎週火曜日 10：00～11：30
平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529

◆保育園児と遊ぼう
　毎週水曜日 10：00～11：00

認定こども園 相知エルアンこども園
相知町中山　☎51-8029

◆にこにこ給食　など
　10/15・20・25・27・29
 9：00～14：00
北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710

◆親子ふれあい人形劇場　など
　10/2・12・19・26
 10：00～11：00
認定こども園 ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662

◆くねくねお山を歩いてみよう　など
　毎週月～金曜日 10：00～15：00
なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129

◆トンネルくぐりをしよう　など
　毎週火･水･金曜日（10/1除く）
 10：00～15：00
認定こども園 呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333

◆ハロウィンごっこ　など
　10/6・8・13・19・26・29
 10：30～
殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932

◆手作り玩具作り　など
　毎週火･水･金曜日
 10：00～15：00
呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926

◆トレーシィ先生と英語で遊ぼう！　など
　毎週月･水･金曜日 9：30～15：30

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流
の場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け
付けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。

詳しくは→

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

市報からつ　令和３年10月号15



人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター総務・福祉課

10月
５日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館

６日
(水)

13：00～16：00
長松公民館（唐津）

７日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

８日
(金)

13：00～16：00
打上公民館（鎮西）

12日
（火）

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
肥前市民センター101号会議室

19日
（火）

9：00～12：00
厳木市民センター1階会議室
相知市民センター別館第2会議室

11月
9日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）

10日
(水)

13：00～16：00
佐志公民館（唐津）

DV（配偶者などからの暴力）相談
男女参画・女性活躍推進課 ☎72-9239
女性相談窓口（子育て支援課内） ☎53-7180

　被害にあったときや
被害の相談を受けたと
きは、専門の相談窓口が
あります。
　１人で悩まずに相談してください。
女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180

　女性や母子･父子家庭の生活上
の相談に応じます。
と　き　閉庁日を除く平日8：30～17：15
ところ　本庁1階子育て支援課
児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181

　児童の虐待や不登校など、子育
ての相談に応じます。
と　き　閉庁日を除く平日 8：30～17：15
ところ　本庁1階子育て支援課
司法書士による無料相談会
(要予約、１件につき30分)
司法書士会唐津支部　☎74-3950

と　き　11月10日（水）13：00～15：00
と ころ　市民交流プラザ(大手口センタービル

「O
オ ー テ

tte」3階)小会議室

無料法律相談
(要予約、１件につき20分)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター総務・福祉課

　金銭や土地・建物、交通事故、相
続、夫婦・親子関係などの相談に弁
護士が応じます。
10月
１日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター１階相談室

14日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

15日
(金)

10：00～12：00
鎮西市民センター第2会議室

19日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター1階相談室

21日
（木）

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

28日
（木）

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

11月
10日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

【予約受付開始日】※予約は開庁日に限る
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の1週間前から
消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999

と　き　閉庁日を除く平日 8：30～17：15
ところ　本庁1階市民相談室
消費者ホットライン「188（いやや）」
　188に電話をかけると、相談可
能な近くの消費生活センターにつ
ながります。
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎72-0780

　借地･借家などの契約や苦情の
相談に応じます。
と　き　10月21日(木)13：30～16：00
と ころ　市民交流プラザ(大手口セ

ンタービル「O
オ ー テ

tte」3階)小会議室2
唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセンター
☎74-3626

　身近な犯罪や非行で困っている
人からの相談に応じます。
と　き　平日9：00～16：00
日曜相談会　10月3日、11月7日
　　　　　9:00～16:00
と ころ　唐津地区更生保護サポー

トセンター(栄町)

行政相談
総務課　☎72-9113

10月
５日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館

６日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

12日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
鎮西市民センター2階相談室

19日
（火）

9：00～12：00
厳木市民センター1階
相知市民センター別館第3会議室

27日
(水)

10：00～15：00
本庁2階第1会議室

11月
9日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
肥前市民センター102号会議室
鎮西市民センター2階相談室

10日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
● エイズ相談
　10月19日(火)
 9：00～11：00、17：00～19：00
● 骨髄バンクドナー登録受付(要予約）
　毎週木曜日 9：00～11：00
● 肝炎ウィルス検査(要予約）
　10月19日(火) 15：00～19：00
● 精神保健福祉相談(要予約）
　毎週水曜日 13：30～16：00
● 難病相談
　平日随時実施 8：30～17：15
● 療育発達相談(要予約）
　10月6日(水) 14：00～16：00
● 不妊相談(要予約)
　平日随時実施 8：30～17：15
こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161

　仕事、育児、家庭、健康などの相
談に臨床心理士が応じます。
と　き　10月14日(木)14：00～16：00
と ころ　唐津市保健センター(唐津

市健康サポートセンター｢さんて｣内)

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

↑詳しくは
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厳木
厳木川でリバースクールを行いました

唐津
唐津市抗原検査センターを設置しました

厳木さくらんぼの園児たちが
厳木川で開催されたリバース
クールに参加しました。

園児たちは友だちや保護者と
川遊びを通して自分の身を守る方法を学んだあと、
ゴムボートに乗って川下りをしたり、ライフジャ
ケットを着て川にあおむけになって、安全に浮か
ぶことを体験したりしました。最初は恐る恐る川
に頭をつけていた園児たちも、一度慣れてしまう
と我先にとスタート地点に走って戻るなど、楽し
そうに学んでいました。 （８月２日）

唐津市は、新型コロナウイルスの感染者が急増しているこ
とを受け、臨時の抗原検査センターを唐津市ふるさと会館ア
ルピノの駐車場に設置しました。県内の自治体では初めての
取り組みで、無料で抗原検査を行いました。

検査は綿棒で鼻の粘膜をぬぐう簡単な検査で、多い日には
２００人以上の人が訪れました。

臨時の抗原検査センターは、9月1日からは場所を唐津市健
康サポートセンター「さんて」に変えて延長し、9月12日ま
で設置されました。 （８月２3日）

まちかどのSCENE

ご存じですか？労働委員会
～労使間のトラブル　気軽に相談を～
佐賀県労働委員会事務局　☎0952-25-7242

　解雇、賃金未払い、職場のセクハラやパワハラな
ど、労使間のトラブルについて、電話や対面での相談
に無料で応じます。
と　き　平日8：30～17：15
ところ　佐賀県労働委員会事務局
　　　　（佐賀県庁南館3階）
● 労使間トラブル相談重点受付週間
と　き　10月25日（月）～10月31日（日）
　　　　平日8：30～20：00、土・日曜日9：00～17：00
※ 重点受付週間の対面での相談受付は、平日は19：00

まで、土・日曜日は16：00までです。

身体障害者更生相談所巡回相談　
障がい者支援課　☎72-9150　FAX74-5628

　身体機能（肢体）に障がいがある人の
相談を受け付けます。
と　き　12月23日（木）14：00～
※13：00～14：00の間に受付してください。
ところ　障がい者支援センターりんく
内　容
●身体障害者手帳の交付に関する相談
●医療に関する相談
●補装具の交付や修理、適合などの
　相談、判定

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。
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おおむね８m おおむね８m

唐津ジュニア音楽祭出場者募集
唐津ジュニア音楽祭実行委員会（事務局・横井）
☎090-1511-5267（平日の電話連絡は17：00以降）
対　　象　令和４年２月６日時点で９歳～23歳の個人とグループ
募集人数　10組程度
応募期間　10月１日（金）～12月10日（金）
申 込方法　応募用紙に必要事項を記入して提出してください。
　応募用紙は、唐津ジュニア音楽祭公式ホームページ
　からダウンロードできます。
●唐津ジュニア音楽祭
と　き　令和４年２月６日（日）
ところ　ボートレースからつ多目的ホール

線路に近い場所で工事や木の伐採などをするときは
事前協議が必要です
JR九州佐賀鉄道事業部唐津工務センター　☎72-3824
　線路に近接（おおむね８m）した工事などでは、一歩間違えると脱線
事故や感電事故など、大惨事につながることがあります。
　建物の建設や解体、庭木や山林の伐採などを線路に近接した場所で
行う場合は、JR九州にご相談ください。

※ 作 業 内 容 や 環 境
条件、使用重機に
よっては８m以上
の場合でも近接工
事の適用となる場
合があります。

高齢者講習会を開催します
（公社）佐賀県シルバー人材センター連合会
☎0952-20-2011
対 象者　県内に住む原則60歳以

上の人で、受講後にシルバー人材
センターに入会を希望する人

受講料　無料
●マンション施設管理員養成講習
内 　容　マンションなどの管理

員の役割、建物設備の仕組み、清
掃作業の実習などの講習です。

と 　き　10月31日（日）～11月
2日（火）

ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
申込期限　10月21日（木）まで
●福祉車両送迎運転者講習
内 　容　１人では外出できない

人たちの移送サービスを行う
ための介護技術と運転技術講
習です。

と　き　11月25日（木）・26日（金）
と ころ　伊万里市立花コミュニ

ティセンター
申込期限　11月15日（月）まで

働きたいシニアのための合同
企業説明会in唐津

（株）佐賀電算センター
☎0952-34-1535
対象者　おおむね55歳以上の求職者
内　容　①お金と働き方講座
　　　　② 合同企業説明会（約

30社参加予定）
と　き　10月22日（金）
　　　　①13:00～14:00
　　　　②13:30～15:30
定　員　①35人、②100人
ところ　唐津市文化体育館
申込期限　10月20日（水）まで
※ ①、②どちらかのみの参加もで

きます。

第２回 危険物取扱者試験
（一財）消防試験研究センター
佐賀県支部　☎0952-22-5602
予防課　☎72-4149
試験の種類　甲、乙、丙種
と　き　11月21日（日）
ところ　佐賀大学本庄キャンパス
申込期限　10月８日（金）まで

（電子申請は10月５日（火）まで）
願 書の配布場所　（一財）消防試

験研究センター佐賀県支部、消
防署、各分署

※ 電子申請は（一財）消防試験研究セン
ターのホームページからできます。

※詳しくはお問い合わせください。

創業に必要な知識を習得しま
せんか～創業塾～
唐津商工会議所　☎72-5141
唐 津 東 商 工 会　☎62-2901
唐津上場商工会　☎82-3826
　創業に必要な知識を習得でき
る全５回の創業塾を開催します。
定　員　先着30人
と　き　 11月17日（水）～12月

15日（水）の毎週水曜日
　　　　19：00～21：30
ところ　唐津市文化体育館２階図書室
受講料　無料
申 込方法　最寄りの商工会議所、

商工会に電話で申し込んでく
ださい。

高齢者応援活躍セミナー
（公社）佐賀県シルバー人材センター連合会
☎0952-20-2011
対 象者　セミナー当日に開催す

る「シルバー人材センターの紹
介・入会説明会」に参加できる人

内 　容　高齢者の年金知識を向
上し、現在および将来の年金に
ついて学びます。

と　き　11月11日（木）
　　　　13：30～16：00
ところ　武雄市文化会館

シニア向け無料就労相談会
佐賀県シニアはたらきたいけん推進
協議会　☎0952-33-7380
　まだまだ元気に働きたい！と
いうシニアの就労相談を受け付
けます（事前予約が必要）。
対象者　おおむね55歳以上の求職者
と 　き　10月14日（木）、11月11日
（木）、12月９日（木）

　 10:00～15:00（12:00～
13:00除く）30分程度

ところ　ハローワーク唐津

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

安全へのお願い
JR九州
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～虹の松原クリーン大作戦～
NPO法人 唐津環境防災推進機構
K

か ん ね

ANNE　☎80-7060
内　容　枝拾い、松葉かき、草抜き
と　き　10月17日（日）
　　　　9:00～10:30
　　　　※受付は8:30～
ところ　浜崎森林浴の森公園駐車場
参加料　無料
持ち物　帽子・飲み物・タオルなど
雨 天時　小雨決行、7：00に判断

し、KANNEのホームページで
通知

※ 作業しやすい服装(長袖・長ズ
ボン)、マスク着用で参加して
ください。

※ 体調不良の際は参加をご遠慮
ください。

唐津市民文化祭
文化振興課　☎53-7129
● 吹奏楽団唐津音工房
　第20回定期演奏会
と　き　11月7日（日）
　　　　13:00～16:00
ところ　 相知交流文化センター

文化ホールサライ
入館料　無料
●義太夫の会
と　き　11月７日（日）
　　　　13:00～15:30
ところ　唐津市文化
　　　　体育館文化ホール
入館料　500円

唐津市水道事業指定給水装置
工事事業者の追加について
水道工務課　☎53-7158
● （株) エヌ・エス・シー福岡サービス

ショップ（福岡県筑紫野市）
●古賀設備工事（株）
　（佐賀市高木瀬西）

第32回 平和美術展
唐
から

松
まつ

平和美術展実行委員会事務局
☎74-6605
内 　容　平和を愛する人々の作

品を展示します。
と 　き　10月21日（木）～10月

24日（日）　10：00～18：00
　※最終日は16：00まで
ところ　近代図書館４階
入場料　無料

くらしの中の文化事業
書道入門教室
埋門ノ館　☎・FAX 75-1810
　筆ペンを使って、
書き方の基本を学びませんか。
講　師　書家　増

ま す

本
も と

　暁
ぎょう

舟
しゅう

さん
対　象　小学生以上
定　員　20人
と　き　１回目11月13日(土)
　　　　２回目11月20日(土)
　　　　10：00～12：00
ところ　埋門ノ館
参加料　1,500円（２回分）
申込期限　10月29日(金)まで

年末調整説明会の開催は
取りやめます
唐津税務署　法人課税部門
☎72-3141
　令和３年分以降の年末調整説
明会は、新型コロナウイルス感染
拡大や、行政手続のデジタル化を
踏まえ、開催を取りやめます。
　今後は、動画配信を中心とした

「いつでも」「どこからでも」必要
な情報を得られる体制を図って
いきますので、ご理解ください。

佐賀県立博物館・
佐賀県立美術館コレクション

「日
ひ

日
び

是
こ れ

好
よ き

日
ひ

」
1期：絵画「画家のまなざし」
近代図書館　☎72-3467
内　容　絵画48点（予定）
と 　き　11月６日（土）～12月

５日（日）　10：00～18：00
　※月曜日休館
　※入場は17：30まで
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　一般300円
　　　　市内75歳以上150円
　　　　高校生以下無料
※詳しくはお問い合わせください。

「石鍋と中世の唐津」展示会
生涯学習文化財課　☎72-9171
　唐津の遺跡で数多く出土して
いる石鍋からみた中世唐津の姿
に迫ります。
と　き　令和４年３月27日（日）まで
　　　　9：00～17：00
　　　　※月曜日休館
ところ　末盧館２階
　　　　ミニ企画展コーナー
入場料　一般210円
　　　　小・中学生100円
　　　　未就学児無料
※詳しくはお問い合わせください。

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

↓
山や

ま

口ぐ
ち

亮り
ょ
う

一い
ち「
鳥
と
子
供
」（
１
９
２
１
年
）

↑国税庁のホーム
　ページはこちら
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保育所や放課後児童クラブで
の勤務を考えている皆さんへ
子育て支援課　☎72-9151
各市民センター総務･福祉課

9月10日現在の募集状況
【保育所、認定こども園】

保育士など　8件
調理関係　　2件
看護師など　1件

【放課後児童クラブ】
支援員または補助員　10人

※補助員は資格不問
● 職員募集の状況は、インターネッ

トの「福祉のお仕事」というサイ
トから、簡単に検索できます。

● 就職や資格取得などに関する相
談は ｢佐賀県保育士・保育所支援
センター｣ (☎0952-28-3406)
で受け付けています。検索サイト
｢福祉のお仕事｣ の操作方法もこ
ちらにお問い合わせください。

● 就職(復職)準備金最大20万円
支給や年間最大約52万円の家
賃負担軽減など保育士向けの各
種サポート(助成制度)を実施し
ていますので、ご活用ください。

※ 詳しくは市のホームページをご覧
ください。

巡回聴こえの相談会
佐賀県聴覚障害者サポートセンター
☎0952-40-7700
FAX0952-40-7705
　聴こえに不安や悩みの
ある人を対象に、聴こえの
相談会を開催します。言語聴覚士
による聴力測定も行います。
と　き　10月20日（水）
　　　　10:00～15:00
ところ　相知市民センター
※相談は１件30分程度です。
※前日までの予約が必要です。

令和３年12月入所
職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516
対　象　新たに職業に
　 就こうとする求職者で、ハロー

ワークから受講指示か受講推
薦を受けた人

募集科目
●CAD/NCオペレーション科
●溶接技術科
●住環境CAD科
　※各科15人まで
入所日　12月１日(水)
訓練期間　６か月
受講料　無料(教科書代などは実費)
申込先　最寄りのハローワーク
申込期限　10月25日(月)まで
※詳しくはお問い合わせください。

発達障害児（者）専門相談
NPO法人それいゆ専門相談窓口
受付担当　☎0952-37-0250
　発達障害児(者)とその家族など
の相談に専門相談員が応じます。
と　き　毎月第２・４水曜日
　　　　10：00～16：00
ところ　障がい者支援センターりんく
※相談は１件50分程度です。
※電話で予約してください。

C
コ コ

oCoカラでは
相談を受け付けています
唐津市福祉・就労支援コーナー
(CoCoカラ)　☎72-9143
　CoCoカ ラ(唐 津 市 福 祉･就 労
支援コーナー)では、ハローワー
ク職員が職業相談や職業紹介を
行っています。
受付時間　平日9：00～16：30
と ころ　市民交流プラザ内(大手

口センタービル「O
オ ー テ

tte」３階)
内　容
● 生活保護受給者や母子･父子家

庭などへの職業相談や職業紹介
● 一般求職者に対する必要な就

職支援

創業・経営相談
相談員（田中）
☎090-8417-0149
と　き　毎週金曜日14：00～18：00
と ころ　唐津商工会館５階504

会議室(大名小路)
　※事前に予約が必要です。

自衛官などを募集　自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所　☎72-8697
募集種目 受験資格 受付期間

防衛医科大学校（看護学科）
18歳以上21歳
未満の人

10月６日（水）まで
防衛医科大学校（医学科） 10月13日（水）まで
防衛大学校 10月27日（水）まで

陸上自衛隊高等工科学校 中卒（見込含）で
17歳未満の男性

11月１日（月）から
１月14日（金）まで

※詳しくはお問い合わせください。

唐津市 保育所 放課後児童クラブ

スマートフォンは
こちら→

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

DVや暴力のない社会へ
　DVを正しく理解し、
暴力のない社会を
目指しましょう。
問い合わせ
　男女参画・女性活躍推進課
　☎72-9239
　子育て支援課女性相談窓口
　☎53-7180

詳しくは→
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　今回は、唐津市神田の「カブ
カブ獅子」を紹介します。
　このカブカブ獅子は、享和２
年（1802年）に神田村（現在の

唐津市神田）の大工又
ま た

蔵
ぞ う

によって作られ、神田村
の飯田観音堂に奉納されたものだといわれていま
す。昭和60年１月24日に市指定重要有形民俗文
化財に指定されました。
　カブカブ獅子は雌雄一対で、雄獅子は角が１本、
雌獅子は角が左右に１本ずつ合計２本付いてい
ます。大きさは、雄獅子が高さ58cm・幅80cm、
雌獅子が高さ52cm・幅72cmで、雌獅子の方が
やや小ぶりです。木造漆塗りで、口と内側は朱色、
角と目と歯は金色に塗り分けられていて、下あご
は金具によって上下に動くようになっています。

神田のカブカブ獅子（左：雄獅子、右：雌獅子）

　唐津神社の秋季例大祭「唐津くんち」の際、11
月３日午前５時、唐津神社に参拝した神田地区の若
者たちによって獅子舞が奉納され、神田地区の各公
民館などを回ったあと、飯田観音堂に納められます。
明治時代初期までは、神田だけでなく、町田、菜
畑、二タ子、京町などのカブカブ獅子が神輿の前後
に従っていたことが記録に残っています。

「唐津の伝統行事・民俗芸能」（７）
～神田のカブカブ獅子～

問生涯学習文化財課（☎72-9171）

　唐津・玄海地域を中心に、佐賀県に美容・健康産業の集積
地をつくることを目指す「唐津コスメティック構想」。
　今回は「JCCポップアップギャラリー」（呉服町商店街内）
について紹介します！
●どんなギャラリーなの？
　唐津コスメティック構想やJCCの活動紹介、JCCが商品
開発に携わった佐賀県産素材を活用した化粧品や、九州・沖
縄各県の魅力あふれる化粧品を、「九州コスメ」ブランドと
して展示・販売しています。
　ほかにも、市内の高校生とJCCで化粧品の共同開発に取
り組むなど、地域との連携やコスメ関連での人材育成の場
としての役割も担っています。
　地域の素材をいかした商品と情報を皆さんに届けていき
ます。お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください！

❀今回のポイント❀
　「JCCポップアップギャラリー」では、JCCの活動紹介や
地産素材を活用した化粧品などを展示・販売しているほか、
市内の高校生とJCCが共同して商品開発を行うなど、地域
との連携・交流にも取り組んでいます！ 問コスメティック産業課（☎53-7148）

唐津今昔物語113

唐ワンくんの

唐津コスメティック構想ミニ講座　③JCCポップアップギャラリー

▲ギャラリー入り口

この看板が目印！

▼最新情報やイベント情報はこちら▼Facebook

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

所 在 地：唐津市刀町1516番地
　　　　　びんつけやビル1F
電話番号：79-6015
営業時間：10:00～18:00（毎週火曜定休日）

市報からつ　令和３年10月号21

情
報
ひ
ろ
ば



◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第５期納期限 11月１日(月)
　口座振替日 10月26日(火)
　夜間納税相談 10月14日(木)・28日(木)
　※夜間納税相談は19時までです。
　問税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第５期納期限 11月１日(月)
　口座振替日 10月26日(火)
　問保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第５期納期限 11月１日(月)
　口座振替日 10月25日(月)
　問高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

※画像はイメージです。

ボートのススメ。
ボートレースの“気になる”

を解説します！
　第29回は「リニューアルオープン」について！
　ボートレースからつはスタンド棟の改修工事が
終わり、11月27日（土）にリニューアルオープ
ンします。新スタンドは２階にボートレース観覧
席を集約し、１階はボルダリングエリアやフード
コートなど市民の皆様に楽しんでいただける施設
へと生まれ変わります。特集ページを来月号の市
報に掲載します。お楽しみに♪

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

● 毎週月曜日
● 近代図書館：10月3日（日）・6日（水）
● 相知図書館：10月６日（水）

10月  図書館の休館日

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00～12：00
取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明

書の交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/
パスポートの交付/臨時運行許可証の交付

※ 転入・転出などの届け出や印鑑登録、パスポー
ト申請などはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付 月～金(祝・休日除く) 8：30～17：00
受取時間 月～金(祝・休日除く) 17：30～20：00
 土・祝・休日 9：00～12：00
受取場所 予約した本庁･各市民センターの当直室
受 け取れる証明書　住民票の写し（本人か同

一世帯の人）、印鑑登録証明書（本人）
※ 住民票の写しにマイナンバーや住民票コードの

記載を希望する人は、予約時にお伝えください。
問市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

※新型コロナウイルスの影響で、変更や中止になる場合があります。事前に確認やお問い合わせをお願いします。

◆ ステイホームの日々が続いています。皆さん運動不足解消にど
んなことをしていますか？私は室内に自転車を持ち込んで使っ
ています。ただ自転車を置いた部屋はエアコンがなく、外と違
い風が吹かないのでとにかく暑い！・・・まぁその分汗もかく
のでいい運動にはなるのかな？と思い、ペダルをこぐ今日この
頃です。（明）

◆ 朝夕が涼しくなり、スズムシの鳴き声が聞こえてくるようにな
りました。すっかり秋ですね。ステイホームは、おいしいご飯
とお酒を飲んで過ごす毎日です。このままではいけないと、私
も自転車を始めるべきか悩んでいますが、悩み始めて早２か月
が経過しました。運動の秋といえるように頑張ります。（加）

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―

次の“気になる”は
「女子レーサー」に
ついてだよ♪

スマートフォンサイト

問ボートレース企業局 企画宣伝課
　（☎77-1311）
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Karatsu

特集番組
９月27日
～ 10月３日

唐津城下町跡発掘調査成果展開催記念講座
講師：坂井　清春（唐津市生涯学習文化財課）

10月４日
～ 10日

第12回 全国和菓子甲子園決勝戦
佐賀県立唐津南高等学校出場

10月11日
～ 17日

防災特集
唐津市危機管理防災課

10月18日
～ 24日 新型コロナウイルス感染症対策特集

10月25日
～ 31日

LEADING2NAGOYA「名護屋に集え！」総集編
唐津市観光地経営戦略・肥前名護屋城室

12チャンネルからつ番組表 テレビ放送中
dボタンでデータ放送

◎ 唐津市ニュースは、耳の不自由な人のために、文字テロップ付き
で放送しています。

◎土・日曜日は１週間の唐津市ニュースをまとめて放送します。

◎都合により、番組と時間を変更して放送する場合があります　問市政広報課（☎72-9189）

各課からのお知らせ
９月27日～10月３日 よかとこ再発見！ in相知

10月４日～10日 手話だより

10月11日～17日 にこにこネット

10月18日～24日 図書館だより

10月25日～31日 からつ七つの島通信

平日
月曜～金曜

唐津市ニュース
市内の行事やイベントなどを毎日、
放送しています。18時がその日の
初回放送となります。

お知らせ文字放送
5 30 唐津市ニュース 前日分

6 30 各課からのお知らせ
7 30 唐津市ニュース 前日分

8 30 各課からのお知らせ

9 30 特集番組 前週の再放送

11 30 各課からのお知らせ

12
00 市からのお知らせ 再放送

30 唐津市ニュース 前日分

13 30 特集番組

16 30 市からのお知らせ 再放送

17 30 各課からのお知らせ

18
00 唐津市ニュース　※平日のみ

30 各課からのお知らせ
19 30 唐津市ニュース

20 30 特集番組

22 30 唐津市ニュース
23 30 各課からのお知らせ
24 30 唐津市ニュース

25 30 特集番組 前週の再放送

終了後はお知らせ文字放送

▲視聴はこちら

河川ライブカメラ 配信中 ＞＞＞check＞＞＞

　チャンネルからつのデータ放送
（dボタン）では、河川映像をリア
ルタイムで見ることができます。
　大雨時などの情報としてご活用
ください。
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「長年続けている清掃活動は、生活の一部になって
います。だからつらいと思ったことは一度もない」

そう話してくれたのは、呼子町小友地区に住んで
いる濵口龍彦さん（85歳）。濵口さんは1977年ごろ
から44年間、自宅周辺の海水浴場や海岸などの清掃
活動を行っています。
「きっかけは海の汚れを何とかしたいと思ったから」
海岸沿いなどに捨てられていた大量のごみを憂

いていた濵口さんは、清掃活動を開始。合併前の旧呼
子町職員だった頃は休日を利用して、退職後は悪天
候や体調不良時以外はほぼ毎日、２時間ほどかけて
ペットボトルや空き缶、海から流れ着く漂着ごみな
どを拾い続けています。

今年７月、その長年に渡る環境美化活動に対し、濵

口さんは国土交通大臣から、令和３年「海の日」海
事功労者大臣表彰を贈られました。

７月28日の表彰伝達式に参加した濵口さんは
「郷土の海を美しくしたいと長年活動してきてよ
かった。今後も健康管理をしっかりしながら、体力
が続く限りこの活動を続けていきたい」と今後の
意気込みを教えてくれました。

濵
は ま

口
ぐ ち

　龍
た つ

彦
ひ こ

さん（呼子）

～郷土の海を美しくしたい～

大
お お

原
は ら

  樺
か

乃
の

ちゃん
（西旗町）

(R1.10.21生  2歳)
お誕生日おめでとう！
これからも元気いっぱ
い遊ぼうね！大好き！

中
な か

村
む ら

  栄
え い

翔
と

くん
（浜玉町横田下）

(R2.10.31生  1歳)
１歳のお誕生日おめで
とう！栄翔のニコニコ
笑顔が大好きだよ♡

福
ふ く

井
い

  悠
は る

斗
と

くん
（浜玉町浜崎）

(R2.10.21生  1歳)
お誕生日おめでとう！
いっぱい食べて遊んで
大きくなってね！

こんにちは  唐津っこ♪ 10月生まれです！

　市では、12歳以上の人を対象にワクチン接種を進め
ています。今後の接種スケジュールについては、国から
のワクチン供給量が決まり次第、LINEや市ホームペー
ジ、行政放送などでお知らせします。
ワクチンは健康と命を守ります
　市では、若い世代の接種がまだ進んでいない状況で
す。若者は新型コロナウイルスに感染しても大半が軽
症で済んでいますが、高熱や咳、長引く味覚障害や嗅
覚障害などで苦しんでいる人もいます。ワクチンを接
種することで免疫ができ、感染や発症の確率を減らす

ことができます。また、仮に感染したとしても、ワク
チンはウイルスの量を低く抑える効果があるため、家
族や周りの人を守る効果も期待できます。身近に重症
化リスクの高い、持病のある人や高齢者がいれば、な
おさらワクチン接種が重要です。
接種後も感染予防対策の継続を！
　ワクチン接種後も新型コロナウイルスに感染する可
能性はあります。引き続き「密閉・密集・密接の３密」
の回避、マスクの着用、手指消毒用アルコールによる
消毒など、感染予防対策の継続をお願いします。

新型コロナワクチン 接種の検討を！　問新型コロナワクチン接種対策室(☎53‐8089)

市報からつ12月号に掲載する唐津っこ（12
月生まれの未就学児）を10月１日（金）から20日

（水）まで募集します（最大３件、応募多数の場合
は抽せんし掲載により結果を発表します）。

お子さんの写真（9MB以内）と①お子さんの
お名前（ふりがな）②年齢③生年月日④性別⑤
お子さんへのメッセージ（30字以内）⑥保護者
の氏名、住所、電話番号を次のメールアドレス
に送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊ 写真は原則、お子さんが１人で写り、頭全体

が写ったもので、応募から２か月以内に撮影
した加工前のもの

＊ 必要事項の記入もれがある場合は受け付け
できません。内容確認のため連絡する場合が
あります。

＊ お子さん１人につき複数応募があった場合
でも応募は１件とみなします。

＊掲載できるのは、お子さん１人につき１回です。
問市政広報課（☎72-9189）がんばっています○53
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